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（確認） （確認）

試験品が設計基準に適合しているか確認し、合否の評価をする

１．荷重試験  　･設計荷重時、塑性変形等（弾性変形可）無き事。

　　　　　　　       ･最低試験荷重時、塑性変形等（弾性変形可）無き事。

２．引張試験　  ･外力(人がもたれ掛る等) = 引張荷重２９４Ｎ（３０kgf、社内基準)

　　                    を前後･左右方向に加えた時、塑性変形等（弾性変形可)無き事。

３．試験荷重　 　　   設計荷重　　　　　安全率（２００％）　   　最低試験荷重

　 　　　　　　       １９６０N（２００kgf）　       ×　２　　  ＝　　  ３９２０N（４００kgf）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　           　（社内基準）

※   上記4機種は同一構造の為、強度的に劣ると考えられるPC－NG65にて試験を行う。

１． 試験品を最も強度が弱いと考えられる最大高さ（足部）で組立て、平地面に設置

　 　する。（アンカー固定無し）

　 　この時に各部品のバランス等、弱く見える部分が無いか目視確認する。

２． 試験品の測定位置を決め、荷重９８０N（１００kgf）を３(ﾌｧﾝ側)：７(ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ側)

　　  の割合で順に加え、各部に異常が無いか目視確認する。

３． あらかじめ決めておいた測定位置で、各荷重ごとにデータを取り全体的な変位量

      を確認する。荷重試験後、測定位置に戻らない場合は、再度組立確認を行い、

      塑性変形等が無いか確認する。

４． 設計荷重時に、荷重が重たい方に引張荷重２９４Ｎ（３０kgf、社内基準)を

      前後･左右方向に加え、変位量を測定し強度を確認する。引張荷重試験後、測定

      位置に戻らない場合は、再度組立確認を行い、変形等が無いか確認する。

５． 試験データより、設計荷重に対しての安全率を確認する。

６． 試験結果より、試験品の評価を行う。

外観強度の確認

    ・試験品組立後、外観強度に問題なく不安要素は認められない。

荷重試験

    ・試験データは別紙参照。   ・設計荷重１９６０N（２００kgf）時、最大０．５mmの変位量あり。

    ・最低試験荷重３９２０N（４００kgf）時、最大２．０mmの変位量あり、試験後復元。

    ・試験荷重９８００N（１０００kgf）時、最大６．０mmの変位量あり。試験後復元

引張試験

　　・試験データは別紙参照。 ・前後方向に最大０．５mmの変位量あり、試験後復元。

　　・左右方向に最大０．５mmの変位量あり、試験後復元。

・試験結果より本製品は設計基準を満たしており、製品の強度及び

　安全性に問題はない。

・設計荷重に対し安全率は５００％である。

技術部門長 設計課長 作成者

試験日 2016年2月17日 試験場所 日晴金属　大阪事業所

評　　価

試験数 量試品：１台山本・吉澤

品名・型式
PCキヤッチャ-平地置用架台
PC-NJ33・NJ35・NJ63・NJ65

評価結果

合格

2011.2　　日晴金属株式会社

管理No NDR- 50

強度試験成績表

PC043680A

設計基準

試験目的

試験者

試験結果

試験方法

日晴金属（株）

H28/3/31

吉澤

日晴金属（株）

H28/3/31

山本（泰）

日晴金属㈱

H28/3/31

青谷
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試験方法

荷重試験データ(変位量)

　　（ｍｍ）

引張試験データ[引張荷重294Ｎ（30ｋｇｆ）変位量]
　　　測定位置

　　荷重Ｗ

　　（ｍｍ）

　　日晴金属株式会社 2011.2

50 PC043680A

0

0

0

管理No NDR-

A Ｂ Ｃ Ｄ トリツケベー
ス変位量

測定位置

荷重Ｗ

0

0

0

0

980N (100kgf)

1960N (200kgf)

-

0

0

-

0

0

8820N (900kgf)

9800N (1000kgf)

試験後 0

2.5

3.0

3.5

2940N (300kgf)

3920N (400kgf)

4900N (500kgf)

5880N (600kgf)

6860N (700kgf)

0.5

1.0

1.5

2.0

2.0

7840N (800kgf)

0

0

0

0

0

0 0 0

-

0

0

0

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.0

3.5

-

0

0

0

0

0

-

0

0.5

1.0

2.0

2.5

3.5

4.0

5.0

5.5

6.0

0

0

0

試験後

0.5 / 0.5

0 / 0

-

0.5 / 0.5

0 / 0

設計荷重1960Ｎ（200ｋｇｆ）時/3920N（400ｋｇｆ）時

試験前

E (前後方向) Ｆ（左右方向）

-
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